




2-9 小結
本章では空間同士の比較を行い、どの形容詞句が表す印
象が空間の特徴の差によって変化するのか分析した。
3 章 体験者の経験による印象の傾向
3-1 本章の目的
本章では、2章で行った実験結果について被験者の属性
に着目し分析を行う。2章の結果でも同じ空間を被験した
際も評価に個人差が出る。本章では空間知覚の個人差にお
いて、被験者の経験等性質によって一定の傾向がみられる
のかを検証する。
3-2 建築学習経験による印象の差異
本節では、建築デザインの学習経験のある者（以降建築
学生）とそうでない者（以降非建築学生）の印象評価を
比較する。印象評価の各項目の評価分布を箱ひげ図より確
認した。傾向として、基本的に建築学生の方が垂れ壁の長
さが長い空間に肯定的な評価が高い傾向にあった。これは
建築学生の方が、住空間的な垂れ壁のスケールから自然な
住環境をイメージできるからではないかと考えられる。次
に⑮総合評価と各形容詞句の関係を見るために相関分析を
行ったところ 14 項目中、⑪明るさを除く 13項目で相関が
確認された他、被験者の多くが重要だと回答した①落ち着
き、④家っぽさ、⑦安心感、⑭見守られやすさの４項目が
特に相関が高いわけではなかった。この事から被験者が総
合的に空間の良し悪しを判断する際には、自分が特に重要
だと考えた要素以外にも多角的に判断しているといえる。
続いて印象評価の各項目でｔ検定を行ったところ以下の結
果となった。(1)patternA,B,C ではそれぞれ建築学生の方が
有意に高い評価を付ける項目と、非建築学生の方が有意に
高い評価をする項目が存在した。(2)patternD と patternE
では建築学生の方が高く空間を評価する傾向がみられた。
(3)patternF についてすべての項目で有意な得点差は見られ
なかった。
3-3 対象施設への来訪経験での比較
2018 年に本研究で用いた仮想空間 patternA,C,F を用
いてもやいの家瑞穂の職員 27名に対しても同様の実験
を行っている。本項では施設職員と未訪問者との間での

評価傾向に差がないか検証を行う。総合評価においては
patternC のみ 1ポイント程度の差が見られた。印象評価
の各項目においてｔ検定を行ったところ、いずれの空間
pattern でも有意な差が見られたが、patternA では⑬開放
感の１項目のみ、patternF では①落ち着き⑤多様さ⑪明る
さの 3項目でこの内①落ち着きと⑤多様さでは職員の方が
スコアが高いが、⑪明るさで学生の方がスコアが高かった
ことから、どちらかの属性が一方的に高く評価していると
は言えないと考えた。一方で patternC は有意差が見られた
9項目のうち⑮総合評価を含めたすべての項目で職員の方
が有意に高いスコアだった。
3-4 小結
本章では２章で取り上げた実験について、被験者の建築
意匠デザインの学習の有無、仮想空間のモデルとした施設
の訪問経験の有無に着目し、比較を行った。結果として建
築学生の方が垂れ壁のスケールによる印象への影響が強く
表れ、そうでない学生は垂れ壁の素材に印象の影響を受け
やすい傾向が示唆された。一方で上述のモデル施設の職員
と未訪問者（学生）との間で施設の空間構成に最も近い組
み合わせのとき、大半の項目で職員の方が空間を肯定的に
評価していることが明らかになり、空間の馴染みによる印
象への影響の大きさが確認された。
4 章 垂れ壁の理想の高さの分析
4-1 実験趣旨
仮想空間内で壁と垂れ壁のテクスチャの組み合わせを変
化させ、それぞれの最も望ましいと考える垂れ壁の高さを
被験者に回答してもらい、傾向を分析する。
4-2 実験準備
実験は 2章で扱った実験同様 VR シュミレーションツー
ルであるOculusRift の HMDならびにUnreal Engine4 で作
成した仮想空間を使用した。また同じ空間であっても視野
は当然ながらその人の目の高さによって異なるため、事前
に被験者には身長を回答してもらった。
4-3 実験方法
2 種類の素材（白地、木質）の壁面と３種類の素材（白
地、木質、コンクリート質）の垂れ壁のテクスチャを変え
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た６パターンそれぞれの場合で垂れ壁の高さを自由に変え
てもらい、最も望ましいと考える高さを 0cm,20cm,40cm
,60cm,80cm,100cm,120cmの 7種類の中から一つ選んで
もらった。
4-4 実験結果
集計の結果、平均値はⅰ壁白ー垂れ壁白のとき 64.14㎝、
ⅱ壁白ー垂れ壁木のとき 70.34㎝、ⅲ壁白ー垂れ壁コンク
リートのとき 53.10㎝、ⅳ壁木ー垂れ壁白のとき 7.59㎝、
ⅴ壁木ー垂れ壁木のと 69.69㎝、ⅵ壁木ー垂れ壁コンクリー
トのとき 37.24㎝であった。
4-5 身長と理想の高さの相関の分析
垂れ壁の理想の高さへの被験者の目線の高さについて相
関分析を行うとⅰ壁白ー垂れ壁白では中程度の負の相関が
認められた（r=-0.543 p<.01）。ⅱ壁白ー垂れ壁木では中程
度の負の相関が認められた（r=-0.400 p<.05）。ⅲ壁白ー垂
れ壁コンクリートでは中程度の負の相関が認められた（r=-
0.511 p<.01）。ⅳ壁木ー垂れ壁白では相関が認められなかっ
た。(n.s.)。ⅴ壁木ー垂れ壁木
では相関が認められなかっ
た。（n.s.）。ⅵ壁木ー垂れ壁
コンクリートでは相関が認め
られなかった (n.s.)。相関分
析の結果から壁面が白地のと
き、いずれの素材の垂れ壁 で
も負の相関がみられたが、壁
面が木質のときはどの素材の
垂れ壁でも相関は見られな
かった。このことから特定の
素材の壁面のときのみ、身長
が高いほど短い垂れ壁が好ま
れる傾向があることがわかっ
た。これは身長が高いほど垂
れ壁と自信の目線の高さが近
く、圧迫感を感じやすいから
だと考えられる。 
4-6 視界の抜けによる空間
の連続感による影響の分析
人が垂れ壁によって囲われ
ている感覚を抱いたり、空間
が分節している印象を受ける
際に、垂れ壁によって区切ら
れた隣の空間の天井面の見
える・見えないが影響してい
るのではないかと考え、隣接
空間の天井の可視率と垂れ壁
の高さ設定の間の関係につい
て分析を行った。被験者の各
身長での視界内に含まれる隣
接天井の見掛け面積の合計の
割合（以降、隣接天井率）を
算出し、被験者が選んだ理想
の垂れ壁の高さのときのそれ
ぞれの視野内隣接天井率の間
に相関があるのか確認した
（Fig.5）。結果として、隣接空
間天井の見える・見えないの

志向は被験者ごとにばらけたが、隣接空間の天井が見える
垂れ壁の高さに設定した被験者の間では好まれる可視率は
傾向が見られ、かつその傾向は垂れ壁と壁面の素材によっ
て異なった。さらに比較的圧迫感を感じづらい木質の垂れ
壁のとき、可視率は比較的小さいほうが好まれ、垂れ壁の
隙間からわずかに天井が見えるような空間が好まれた。垂
れ壁が他の素材の空間の場合では、そもそも垂れ壁が好ま
れないか、隣接した空間の天井が大胆に見え、空間全体を
ほとんど一つのボリュームとしてとらえられるような空間
が好まれた。
4-7 小結
被験者の垂れ壁の高さの決定要因として、同じ空間にお
いても被験者の身長によって見え方が異なることに着目
し、身長と視野内隣接天井率それぞれとの相関を分析をし
た。比較的圧迫感を感じづらい木質の垂れ壁のとき、可視
率は比較的小さいほうが好まれ、垂れ壁の隙間からわずか
に天井が見えるような空間が好まれた。垂れ壁が他の素材
の空間の場合では、そもそも垂れ壁が好まれないか、隣接
した空間の天井が大胆に見え、空間全体をほとんど一つの
ボリュームとしてとらえられるような空間が好まれた。
5 章 結論
5-1 各章のまとめ
２章ではVRを用いて垂れ壁の高さやテクスチャを変化
させた仮想空間の印象評価を行った実験の概要を記述し垂
れ壁や壁面の要素が印象への影響についてそれぞれの分析
を行った。３章では２章で取り上げた実験について、被験
者の建築意匠デザインの学習の有無、仮想空間のモデルと
した施設の訪問経験の有無に着目した比較を行い属性ごと
の傾向を明らかにした。４章では様々な壁面や垂れ壁の素
材の組み合わせの中で、最も望ましいと感じる垂れ壁の高
さと被験者の身長、隣接空間の天井の見える割合、素材と
の間の関係について明らかにした。
5-2 今後の課題
本研究では被験者がリアルな空間として捉えられるこ
と、また高齢者施設への活用を目的とし、実在する施設の
空間を基にモデリングデータを用いて実験を行ったが、空
間自体の平面方向や高さ方向のスケールや平面配置、また
は家具配置など種々の条件によって望ましい垂れ壁の高さ
や素材も変わってくると考えられる。さらに分析を進める
ことで、多様な実空間に活用できるデータが得られると考
えられる。
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